
「秋田県社会的養育推進計画（素案）」に関する意見募集の結果について

秋田県では「秋田県社会的養育推進計画（素案）」について御意見を募集しておりましたが、その

結果は次のとおりです。

貴重な御意見をお寄せいただき、ありがとうございました。。

１ 意見募集の期間

令和６年１２月２３日（月）から令和７年１月２２日（水）まで

２ 意見の状況

意見書等の数：３通（実数）／具体的な意見の数：４件

３ 意見の反映状況

反映：３件、参考：１件、その他：０件

反 映 － 意見の内容を反映し素案を修正したもの、又は既に反映されているもの

参 考 － 素案を修正しないが、施策の実施段階や次期計画策定で参考とするもの

その他 － その他のもの（直接関係しない御意見等）

４ 寄せられた御意見と考え方・対応

番号 御意見 県の考え方・対応

１ [P42] 10 社会的養護自立支援の推進に向けた取組

[2](4)全体

社会的養護自立支援拠点事業について

対象者希望を把握するための指標について、施設数の

数のみならず人数を記載した方がいいのではないか。

施設数に比べて具体的に現状を把握しやすいのではな

いか。施設数が足りているのか否かなどを明確にするこ

とができる。

他にも、社会的養護自立支援拠点事業を事業化する計

画や、支援を拡大していくにあたって具体的な数値の把

握は、効果的な支援のために必要だと考えられる。

社会的養護自立支援拠点事業が児童福祉法に明記さ

れた事業となったことで、支援を必要とする若者が全国

のどこに住んでいても地域の拠点事業にアクセスし、支

援を受けることができる状態になることが期待されま

すが、2024 年 4～5 月に実施した調査によると、8割の

自治体で 2024（令和 6）年度中に実施予定である一方、

2割の自治体（秋田県含む）は実施の見込みがないのが

現状でした。

社会的養護経験者の実情把握が必要であるという方

向性を示しているが、社会的養護自立支援拠点事業につ

いては今後を見据えると事業化や外部委託を見当する

必要があることを示しているが、実施計画が具体化して

いるのか。

人数の記載につきましては、「社会

的養護経験者等数の見込み」として

記載することとしており、計画策定

後も実情把握に努めてまいります。

また、社会的養護自立支援拠点事

業につきましては、社会的養護経験

者のニーズ調査等を行い、事業化な

どの支援方法等を検討してまいりま

す。

（一部反映）



５ 問い合わせ先

秋田県地域・家庭福祉課 家庭福祉チーム

電 話：０１８－８６０－１３４４

メール：chifuku@pref.akita.lg.jp

２ [P6] ２ 当事者であるこどもの権利擁護の取組（意見聴

取・意見表明等支援等）(4)①

素案 6 ページに 19 施設とあります。注釈等で具体的

な施設種別を載せると、分かりやすくなると思いますが

いかがでしょうか。

同ページに注釈等で施設種別と施

設数を追加記載いたします。

（反映）

３ [P33～] ９ 施設の小規模かつ地域分散化、高機能化及

び多機能化・機能転換に向けた取組（全体）

児童自立支援施設について触れていません。理由につ

いて説明が必要と思いますがいかがでしょうか。

児童自立支援施設について、追加

記載いたします。

（反映）

４ ○計画全体について（計画に関する部分を抜粋）

児童家庭支援センターや障害児入所施設や児童相談

所や里親・ファミリーホームや里親支援センターに勤め

ている人たちや秋田県内で人手不足や後継者がいなく

て困っている人の負担を軽くできるようになるために

小学校から９０歳までの人や働きたい人やボランティ

アしたい秋田県民がボランティアで VR やマニュアルを

使って児童家庭支援センターや障害児入所施設や児童

相談所や里親・ファミリーホームや里親支援センターや

秋田県内で人手不足や後継者がいなくて困っている人

がいるところで働けるようになるまで事前学習して秋

田県民の負担が軽くできるようにしてほしい。

御意見として賜り、今後の参考と

させていただきます。

（参考）


